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ＩMp- ６　　　　アニオン界面活性剤水溶液中における高分子ラテックスのナイロン繊維

　　　　　　　への付着性

　　　　　　　広島大学校教育　○北乗弓果　松井由紀　川崎きよ子

　目的　われわれは従来より、粒子汚れのモデルとして高分子ラテックスを用い、アニオ

ン界面活性剤である硫酸ドデシルナトリウム(S D S )水溶液中における繊維への付着性

について研究してきた。今回は、ナイロン繊維へのラテックスの付着性に及ぼすS D Sの

臨界ミセル濃度(ｃｍｃ)付近の濃度の影響について、これら繊維の表面特性との関連に

おいて詳細に検討した。
　方法　ラテックスはポリスチレン(PS)、スチレン／アクリルアミド共重合体(P(St/AAm)

　}及びスチレン／アクリル酸共重合体(P(St/AA)lラテックスをそれぞれ乳化剤不在系で合

成して用いた。こ電位の測定は、繊維は流動電位法、ラテックスは顕微鏡電気泳動法によ

り行った。付着実験は、布をラテックス分散液に浸潰し、一定時間振逢した。分散液の吸

光度の変化より、付着量を求めた。
　結果　ナイロン繊維のぐ電位はp H 4付近に等電点を示した。ラテックスのこ電位は、

いずれのP Hにおいても負値を示したが、酸性側においてその負値は小となった。いずれ

のラテックスも酸性側において大きな付着性を示した。s D s 添加による付着防止効果が

あらわれるのはP(St/AA)＜PS＜P(St/AAm)ラテックスの順に高濃度側に移行した。まった

く付着しなくなるのは、いずれのラテックスもS D Sのc m c (cinc:6.2×l'mol･din'＼

イオン強度5×10-＼25°C)iS前の濃度であった。中性及びアルカリ性領域ではP(St/AAin)

及びP(St/AA)ラテックスはS D S不在系においても付着せず、PSラテックスはc m c 直前

の濃度で付着防止効果がみられた。

５月21日（日）Ｍ会場　午前9 :15～ｎ:30

2Ma－l 明治末から大正期における新しい衣服の手入れ・洗濯方法

　　　一日本女子大学校における実践例を中心に

青葉学園短大　大久保春乃

　目的　明治末から大正期の衣生活は、洋装化へと向かう変化の時期であった。衣服の素

材や形態の変化に伴う新しい手入れ方法を知ることは、家政を預かる女性にとって重要な

課題であり、それらの情報を提供したのが、教育家、医師、及び婦人団体であった。衛生

論や新しい洗濯方法は各種の機関で研究され、女学生や家庭婦人を対象に広められた。本

論ではこれらの研究機関の１つとして明治34年に創立した日本女子大学校の活動に着目し、

当時の衣生活の向上において女子教育機関の担っていた役割を明らかにするものである。

　方法　同校の資料として、明治37年に発足した同窓会組織、桜楓会の機関誌である「家

庭週報」及び同会内に設けられた通信教育会が明治42年から発行した「女子大学講義」を

用いた。さらに当時の婦人雑誌と、家政に関する実用書を資料とした他、一般の家庭にお

ける衣服管理の実態を把握するため、小説の記述、風俗画、写真を参考とした。

　結果　明治末年には、衛生観念が浸透しつつあり、石鹸の普及が進んでいる。洋服洗濯

の必要から出現した西洋洗mmが増加し、明治40年には日本初のドライクリーニング工場

が開設された。そうした中で日本女子大学校の桜楓会では、在学生、卒業生、教員が一丸

となって実践的な研究が進められていた。特徴としては(1）新しい衣服の手入れ方法が、

衣服材料と薬品の作用といった化学的な観点から解き明かされたこと（２）家庭でできる

西洋洗濯法や下着の清潔保持など、あくまでも当時の衣生活に即した無理のない衣服管理

が提唱されたこと（３）一般には、大正年間に入ってから実用書による西洋洗濯の紹介が

盛んになるが、それらの先駆的役割を果たしていたこと、があげられる。
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